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評 議 員 会 

理 事 会 監 事 

会 員 

▷ 個 人 会 員 

▷ 法 人 会 員 

▷ 団 体 会 員 

▷ 賛 助 会 員 

総 務 係 

▷法人運営事業（理事会、評議員会、社協会費） 

▷基金運営管理事業 

▷共同募金委員会 

地域福祉係 

▷福祉センター事業（町受託事業） 

▷福祉活動推進事業 

▷共同募金配分金事業 

▷総合ボランティアセンター運営事業（町受託事業） 

▷資金貸付事業 

▷日常生活自立支援事業（県社協受託事業） 

▷地域活動支援センター事業（町受託事業） 

▷コミュニティソーシャルワーカー事業（町受託事業） 

▷生活支援体制整備事業（町受託事業） 

介護事業係 

▷訪問介護事業（介護保険） 

   ※子育て支援ヘルパー派遣事業（町受託事業）含む 

▷居宅介護支援事業（介護保険） 

▷障害ヘルパー事業（障害者総合支援） 

   ※地域生活支援事業、相談支援事業含む 

▷放課後等デイサービス事業（障害者総合支援） 

包 括 係 

▷包括的支援事業（知多北部広域連合受託事業） 

▷認知症総合支援事業（知多北部広域連合受託事業） 

▷認知症サポーター活動促進事業（町受託事業） 

▷高齢者虐待防止事業（町受託事業） 

 

事 
 

 

務 
 

 

局 



(1) 地域における常設型の居場所づくり活動

(2) 地域における活動・交流の場づくり

(3) 生活・余暇活動の充実

(4) 地域住民への居場所情報の発信と提供

(1) 社会福祉事業者における相談の受付

(2) 地域福祉の担い手における相談の受付

(1) 地域包括ケアシステムの構築

(2) 重層的な見守り体制の構築

(3) 福祉サービス事業者との連携と協働の推進

(1) 生活課題や困難さを抱える人の支援

(2) 権利擁護の推進

(1) 介護保険事業

(2) 障害福祉サービス事業

(3) その他の在宅福祉サービス事業

(1)
コミュニティにおける福祉部会の発足支援

及び活動支援

(2) 地域福祉活動の人材育成

(3) ボランティア活動の推進

(4) 地域における各団体への支援

(1) 学校等における福祉教育

(2) 各分野の団体へ福祉活動参加の呼びかけ

(1) 福祉に関する情報発信の強化

(2) 情報保障の推進

(1) 安定した財源確保

(2) 組織運営の可視化と発信力の強化

(3) 職員体制の強化と職員の資質向上

(4) 危機管理体制づくり

信頼される社協づくり

Ⅲ

身近な困りごとを発見し

あい、解決に動くことが

できる小地域ネットワー
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1 福祉意識の醸成

　　東浦町社会福祉協議会発展強化計画2017　体系図
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れている居場所があるま
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住民参加と生きがいの場
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Ⅱ

専門職の連携により、
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2
連携と協働により課題解

決できる体制の構築
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※新型コロナウイル感染症拡大の影響で計画の最終年度を令和3年度までに1年延長します。そのため事業を整理し、未達成で

ある事業を継続で実施していきます。また、行政と地域福祉計画と一体的策定を目指していきます。

実施事業

①地域支え合いセンターの設置・運営

①福祉センターの運営　②居場所づくり推進事業

①地域活動支援センターの運営　②ふれあい運動会　③障害者スポーツ普及事業

①居場所マップの作成

①福祉の総合相談　②地域包括支援センターの運営

①更生相談（身体障害・知的障害）　②地域の福祉力セミナー

①地域包括支援センターの運営（再掲）　②認知症総合支援事業　③コミュニティソーシャルワーカーによる連携

①ひとり暮らし高齢者等見守り事業

①福祉団体地域貢献活動支援事業

①コミュニティソーシャルワークの実践　②ひきこもり対策事業　③子どもの貧困対策事業

④資金貸付事業　⑤法外援護（食料支援、行旅者旅費援助）　⑥家計支援事業

①日常生活自立支援事業　②あんしん預かり事業　③高齢者虐待防止事業

①地域密着型通所介護事業所　②居宅介護支援事業所　③訪問介護事業所

①訪問介護事業所（再掲）　②相談支援事業所　③放課後等デイサービス事業所

①福祉車輌・福祉機器等の貸出事業　②福祉用具・福祉機器のリサイクル事業

①生活支援体制整備事業　②コミュニティソーシャルワークの実践（再掲）

①地域福祉活動者の養成

①総合ボランティアセンターの運営

①各種団体運営費等助成　②福祉団体事務局事務及び運営支援　③その他の活動支援

①福祉実践教室　②福祉教育セミナー　③歳末福祉映画

①福祉団体事務局事務及び運営支援（再掲）

①にじいろフェスタの運営及び出展　②各種イベントへの出展

③東浦社協広報「ひがしうらのふくし」の発行　④東浦社協ホームページの運用

①声の広報の発行

①会員募集と加入促進　②共同募金運動への協力　③各種基金・積立金の運用管理

①発展強化計画策定及び進行管理　②情報公開の推進と発信力の強化

①地区担当制の導入と実施　②部署・部門横断型の職員専門部会制度の導入と実施

③新たな資源開発のための調査・研究　④職員育成の体系化

①BCP（事業継続計画）の作成　②災害時職員行動マニュアルの作成　③各事業所の危機管理マニュアルの見直し



基本目標 Ⅰ 

 身近な人との交流を深め、自分を必要としてくれている居場所があるまち 

 

基本施策 １ 住民参加と生きがいの場づくり 

 

具体的施策（１） 地域における常設型の居場所づくり活動 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
地域支え合いセンターの

設置・運営 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開所を一時延期しま

したが、令和 2 年７月 1 日に福祉センター1 階に地域支え合いセ

ンター（にじいろひろば）を開所しました。 

「相談」「人材育成」「居場所」「つながり」を柱に、地域共生社

会の実現のためのしくみづくりや、サービスの受け手・支え手の枠

を越えたそれぞれがその人らしい役割を持てるような支え合いを

支援しています。 

各曜日にテーマを設定し、プログラムを開催しました。 

開所時間中は総合相談窓口を開設しました。 

 

 開所日時：月曜日～金曜日（祝日除く）9:00～16:00 

 テーマ：月曜日 子育てデー、火曜日 メンズデー 

     水曜日 シニアデー、木・金曜日 ここからデー 

利用者：延べ 2,107 人 

相談件数：152 件 

にじどん提供：1 月～3 月 5 回（50 食） 

 

共 募 

具体的施策（２） 地域における活動・交流の場づくり 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 福祉センターの運営 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4 月、5 月は福祉セン

ターの利用を全面中止しました。6 月以降は、利用人数や活動内容

に制限を設け、貸館を行いました。（利用回数：554 回 利用人数：

4,681 人） 

  

・社協広報掲載回数   

 発刊毎に福祉センターアラカルトを掲載（11 回） 

・行政広報掲載回数   

掲載には至りませんでした。 

・利用案内（パンフレット）の配布  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベント等が中止と

なり、配布はできませんでした。 

委託費 



 福祉センターを活用したモデル事業として下記の２つを予定し

ていましたが全て自粛及び中止としました。 

 

・うたごえサロン 

  第３木曜日／奇数月 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止      

・脳トレサロン 

  第２木曜日／月 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

② 居場所づくり推進事業 

 常設、非常設に関わらず、地域の活動・交流の場やそれを支える

活動等を支援しました。 

 

・新たな担い手の養成講座  １回／年 

 「シトラスリボンをつくろう」 

 開催日：3 月 15 日（月） 

 場 所：地域の縁側グリーン・ラソ 

 参加者：10 人 

・既存の担い手のスキルアップ研修  ３回／年 

①「新しい生活様式を体験してみませんか」 

 開催日：7 月 1 日（水）～7 月 3 日（金） 

  場 所：にじいろひろば 

  参加者：75 人 

②「ウィズコロナ時代の集いの場アイデア集」作成、紙面研修 

  集いの場運営登録団体 27 団体にアイデア集を郵送 

③「もしバナゲームで人生のゴールについて考えよう」 

  開催日：3 月 27 日（土） 

  場 所：東ヶ丘交流館 

  参加者：15 人 

・集いの場の登録数 

 27 団体（更新団体数 24 団体、新規登録団体数 3 団体） 

・その他 

 感染症対策等に関する相談対応 

 

 

 

 

 

 

会 費 



具体的施策（３） 生活・余暇活動の充実 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
地域活動支援センターの

運営 

日中活動の場を必要とする障害者（身体・知的・精神）を対象に、

創作的活動や社会との交流を促進することにより、当事者の日常

生活の向上に努めました。 

 また、当事業では、障害福祉に関わるさまざまな機関・団体と連

携して当該利用者の日常生活上の支援を行いました。 

 

・開催日時：月曜日～金曜日（午前 9 時～午後４時）、 

第２・第 4 土曜日（午前 10 時～午後 2 時） 

・開催場所：福祉センター 

・内容：フリースペースとプログラム活動 

 

 開所日数  200 日 

延べ利用者数 1,618 人 

 うちプログラム活動 1,298 人、フリースペース 320 人 

平均利用者数  8.1 人／日  

利用者実人数 78 人 

利用者の内訳：身体 46 人、知的 18 人、精神 14 人 

男性 26 人、女性 52 人 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4 月～6 月は事業 

を休止しました。 

 

委託費 

② ふれあい運動会 

10 月３日に開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感

染拡大防止のため中止しました。参加を予定していた施設は、それ

ぞれの施設において、代替行事を実施しました。 

本行事は、地域や企業からのボランティアが運営に協力してお

り、障害者との交流も深まっています。 

屋外行事であるため、開催が天候に左右されますが、秋空の下で

障害者がのびのびと体を動かし、地域の人々と交流する行事とな

っています。 

参加者の高齢化・障がいの重度化により参加者が減少傾向にあ

り、本事業の今後のあり方について、検討する時期にきています。 

  

共 募 



③ 
障がい者スポーツ普及 

事業 

障害者の社会参加や健康増進、体力向上など、豊かな社会生活の

実現のため、各種の障害者スポーツ教室を実施しました。 

 当事業の実施にあたっては、行政の協力を得て会場の確保に努

めています。 

 

種目・場所・開催日数・参加者数 

・サウンドテーブルテニス教室（週１回 福祉センター） 

 開催回数 34 回（４月～６月は新型コロナウイルス感染拡大防

止のため休止） 

参加者数 延べ 274 人 

実利用者 11 人 

 

・ボッチャ教室（月１回 北部ふれあいセンター・福祉センター） 

 開催回数 ５回（４月～６月は新型コロナウイルス感染拡大防

止のため休止、12 月～３月は、地域活動支援センター土曜日

フリースペースの中で実施） 

参加者数 延べ 44 人 

実利用者 14 人 

 

・フライングディスク教室（月１回 体育館） 

 開催回数 ０回（新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点か

ら開催を自粛) 

 

 当事業を通じて、障害者スポーツの環境整備を図るとともに、障

害や障害者への理解と認識を深めています。 

  

 

会 費 

具体的施策（４） 地域住民への居場所情報の発信と提供 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 居場所マップの作成 

地域に役立つ情報誌「かくさ～ん」を地域特派員と協力しながら

情報収集し作成しました。 

・まちに笑顔と元気を届ける情報誌「かくさ～ん」 

Vol.5   令和 2 年９月発行（3,000 部） 

Vol.6  令和 2 年 12 月発行（3,000 部） 

Vol.7   令和 3 年３月発行（3,000 部） 

・号外「かくさ～ん」（令和 2 年 6 月発行） 

森岡・緒川地区    合計  5,000 部 

緒川新田・石浜地区  合計  7,000 部 

生路・藤江地区    合計  4,000 部 

委託費 



基本目標 Ⅱ 

 専門職の連携により、「地域包括ケアシステム」が構築され、安心して生活できるまち 

 

基本施策 １ 身近な圏域での包括的な相談対応 

 

具体的施策（１） 社会福祉事業者における相談の受付 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 福祉の総合相談 

 身近な福祉の総合相談窓口として地域住民の方からの相談を受

け付けました。 

・高齢者の相談窓口 

・生活困窮者の相談窓口 

  コミュニティソーシャルワーカーによる連携、資金貸付事業、 

家計支援事業、あんしん預かり事業を参照 

・ひきこもり・不登校の相談窓口 

 若者こころ相談（臨床心理士相談）第２・４火曜日／月 

 実施回数：21 回 

 相談者数：6 人（当事者 5 人、家族 1 人） 

  相談延べ件数：57 件（当事者 42 件、家族 15 件） 

・その他の福祉全般の相談窓口 

相談件数：644 件 

（生活に関すること 558 件、サービスに関すること 39 件、 

苦情・要望に関すること 0 件、その他 47 件） 

・にじいろひろばの相談窓口 

 相談件数：152 件 

・ふくし何でも相談窓口 

 相談件数：63 件 

・相談技術向上の職員研修 

 2 月 10 日（水）16 人参加 

 講師：臨床心理士 門田千潤氏 

 

会 費 

② 
地域包括支援センターの

運営 

知多北部広域連合及び町から業務受託し、社会福祉士・主任ケア

マネジャー・保健師等の専門職が、地域住民が住み慣れた地域で安

心して尊厳あるその方らしい生活を継続することができるよう

に、総合相談支援業務、権利擁護業務、包括的・継続的ケアマネジ

メント支援業務、介護予防ケアマネジメント業務を行いました。 

・高齢者や家族からの相談：5,617 件 

・成年後見制度の活用 (相談件数)：154 件 

・高齢者虐待の防止・早期発見 

委託費 

収 益 



継続対応件数：13 件 

見守り対応件数：10 件 

終結件数：7 件   

・地域包括ケア推進会議及び各種部会の事務局 

・ケアマネジャーの後方支援：194 件 

・介護予防サービス計画作成：4,715 件 

・ケアプラン事例検討会（12 月 1 日開催） 

・地域ケア会議の開催：22 件 

（個別支援：5 件、自立支援：10 件、地域支援：７件）     

・在宅の介護者向け教室（家庭介護者等養成研修：全 4 回） 

第 1 回８月 31 日、第 2 回 9 月 7 日、第 3 回 9 月 28 日 

第 4 回 10 月 19 日 

 

具体的施策（２） 地域福祉の担い手における相談の受付 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
更生相談（身体障害・知的

障害） 

ひがしうら相談支援センター（障がい者相談支援センター）や他

の相談機関の充実により、平成 30 年度をもって事業を廃止しまし

た。 

― 

② 地域の福祉力セミナー 

令和 2 年度をもって事業終結とし、必要に応じてにじいろひろ

ばでの実践を検討します。 

・地域の福祉力セミナー １回／年 

 新型コロナウイルス感染拡大防止により中止 

会 費 

 

 

 

具体的施策（１） 地域包括ケアシステムの構築 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
地域包括支援センターの

運営（再掲） 

高齢者に留まらない認知症や生活困窮者、複合的な問題を含ん

だはざまの問題、障がい者等の問題も含めて丸ごと受け止められ

る体制を目指し、住民の身近な圏域で把握された「丸ごと」相談に

迅速に対応しました。 

＊地域包括支援センターの運営を参照 

 

委託費 

収 益 

 

 

 

 

 

 

・認知症地域支援・ケア向上事業 

認知症の方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、

認知症地域支援推進員を配置し、医療・介護等の連携強化等によ

 

 

 

基本施策２ 連携と協働により課題解決できる体制の構築                                              



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症総合支援事業 

る、地域における支援体制の構築と認知症ケアの向上を図りまし

た。 

・認知症カフェ（ひだまりカフェ） 

開催日時：毎週水曜日 9：30~11：30 （祝日・年末年始は除く） 

開催場所：にじいろひろば 

開催回数：38 回（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4 月

~6 月は中止）、延べ参加者数 382 人（平均 9 人／回） 

 内容：認知症や介護に関する相談受付、脳トレ、認知症ミニ講座、 

 回想法等 

・認知症予防カフェ（コミュニティ型） 

開催日：11 月 21 日（土） 

開催場所：卯ノ里コミュニティセンター ホール 

参加者数：46 人 

・本人ミーティング（月 1 回程度：第３金曜日） 

 開催場所：にじいろひろば 

開催回数：8 回（7 月 17 日、９月 18 日、10 月 16 日、11 月 20

日、12 月 18 日、1 月 15 日、2 月 19 日、3 月 19 日） 

延べ参加者数：19 人（平均 3 人／回） 

 内容：認知症当事者同士の交流及び社会参加活動機会の提供 

・行方不明高齢者等捜索体制の構築及び捜索模擬訓練 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 内容：コミュニティとの協働による開催を検討 

・認知症フォーラム in 東浦 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 対象：一般住民、医療・福祉・介護関係者 

 内容：認知症にやさしいまちづくり推進条例の周知 

    認知症当事者（もしくは家族介護者）、著名人の講演 

    認知症理解への啓発活動 

・認知症にやさしいまちづくり推進条例制定に伴うワークショッ  

 プの実施 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 対象：一般住民 

 内容：認知症にやさしいまちづくりについて話し合う 

・認知症サポーター養成講座 

開催回数：24 回（町内小中学校、イオンモール他） 

養成者数：1,164 人  

・認知症サポーター等活動促進事業 

 内容：認知症地域支援推進員（コーディネーター）による認知症

サポーターの地域活動への支援体制の構築、ひがしうら

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託費 



おすそわけ隊活動との連携を検討 

 生活支援担当者との打ち合わせ 9 月 2 日（水） 

・認知症サポーター活動応援講座（フォローアップ講座） 

 開催日：3 月 9 日（火） 

 開催場所：文化センター 

 内容：認知症サポーターの地域活動への参加促進、オレンジメイ

トの養成 

 参加者数：30 人 

・認知症当事者の社会参加活動の支援 

 内容：福祉センターでの認知症カフェのボランティア、親子イベ

ントでの子守りのボランティア等 

 場 所：福祉センター 

 実施回数：18 回 

・ボランティアグループ「オレンジパラソル」の活動支援 

（定例会への参加） 

開催日：6 月 24 日（水）、1 月 20 日（水） 

開催場所：文化センター 

内容：活動の場（認知症サポーター養成講座での認知症対応劇の 

披露）の提供、勉強会、定例会等の開催支援 

・認知症地域支援講座（多職種連携講座） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

内容：認知症介護研究・研修大府センター、大府市、東浦町 

共同であいちオレンジタウン構想に基づく認知症対応力

向上研修を実施。 

・認知症の理解及び普及啓発（認知症ケアパス約 110 冊配布） 

・認知症初期集中支援推進事業 

認知症の方やその家族に早期に関わる「認知症初期集中支援チ

ーム」により、早期診断・早期対応に向けた支援方針を協議、支援

体制整備及び構築を図りながら、各ケースへの支援を行いました。 

認知症初期集中支援チーム員会議 １回／月 

 

③ 
コミュニティソーシャル

ワーカーによる連携 

住民の身近な圏域で把握された「丸ごと」相談に迅速に対応しま

す。福祉、医療、保健、雇用、就労、司法、産業、教育、家計、権

利擁護、多文化共生等、多岐に渡る連携体制を構築し、多様、複合

化する相談に対応しました。 

相談利用者実人数：1,014 人 

相談延べ件数：2,627 件 

 

委託費 

 



具体的施策（２） 重層的な見守り体制の構築 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
ひとり暮らし高齢者等見

守り事業 

65 歳以上の一人暮らしの方、65 歳以上の高齢者のみの世帯（介

護サービスが週 3 回以上利用の世帯を除く）を対象とし、希望さ

れた曜日・時間帯に週１～３回、安否確認のための電話かけを行い

ました。 

・実施日時 平日（祝日除く）8:30～11:30 

 週 1 回 29 人  

週 2 回 9 人 

週 3 回 3 人   

実利用者数：41 人 

・民生委員・児童委員協議会で事業説明及びチラシ配布  

共 募 

具体的施策（３） 福祉サービス事業者との連携と協働の推進 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
福祉団体地域貢献活動支

援事業 

町内の社会福祉法人や社会福祉事業者の地域への貢献活動を推

進するため、集い相談できる場を定期的に開催しました。また連携

を深め、力を集結するための仕組み作りや、それぞれの強みを発揮

して貢献活動を協働実施しました。 

 

・研修会の開催  

① 福祉避難所運営研修 

開催日：11 月 18 日（水）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

② 福祉施設・事業所における感染症対応研修 

  開催日：1 月 27 日（水） 

  参加者数：12 人 

  講 師：社会福祉法人椎の木福祉会 

 

・意見交換会 3 回 

① 開催日：４月 15 日（水） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

② 開催日：6 月 17 日（水） 

参加者数：14 人（９法人） 

③ 開催日：８月 19 日（水） 

参加者数：11 人（9 法人） 

④ 開催日：10 月 21 日（水） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑤ 開催日：12 月 16 日（水）  

会 費 



新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑥ 開催日：令和 3 年２月 17 日（水）  

参加者数：14 人（９法人） 

 

・町内小中学校福祉実践教室への協力 

 ９月 3 日（木）卯ノ里小学校 

 〔車いす体験〕社会福祉法人愛光園 ひかりのさとのぞみの家 

９月 24 日（木）緒川小学校  

〔高齢者疑似体験〕社会福祉法人成仁会 メドック東浦  

10 月 14 日（水）北部中学校  

〔介護体験〕社会福祉法人愛光園 介護老人保健施設相生  

〔車いす体験〕社会福祉法人愛光園 ひかりのさとのぞみの家 

〔高齢者疑似体験〕医療法人昭新会パーソナルケアセンターフィロス  

〔ボッチャ〕NPO 法人 来夢の森 

10 月 30 日（金）東浦中学校  

〔高齢者疑似体験〕社会福祉法人八起社 老人ホーム東和荘  

〔介護体験〕社会福祉法人愛光園 介護老人保健施設相生 

〔車いす体験〕社会福祉法人愛光園 ひかりのさとのぞみの家 

11 月 11 日（水）片葩小学校  

〔車いす体験〕社会福祉法人愛光園 ひかりのさとのぞみの家 

11 月 12 日（木）石浜西小学校  

〔ボッチャ〕NPO 法人 来夢の森 

令和 3 年 2 月 9 日（火）藤江小学校 

〔車いす体験〕社会福祉法人愛光園 ひかりのさとのぞみの家 

  

・車イス貸出事業 ２件 

  社会福祉法人愛光園 介護老人保健施設相生 

 

・にじいろひろばチーム「ミンナノチカラ」講座 

  ４月 10 日（金）、５月 8 日（金）、６月 12 日（金） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

7 月 10 日（金）「転倒予防教室～転ばぬ先の杖～」 

社会福祉法人八起社 老人ホーム東和荘 

参加者数：６人  

８月 14 日（金）「竹炭風鈴を作ろう」 

社会福祉法人翌檜 サンライズヒル 

参加者数：10 人 

９月 11 日（金）「認知症高齢者とのかかわり～みんなでつくる安心の地域～」 

社会福祉法人愛光園 介護老人保健施設相生  



参加者数：９人 

10 月 9 日（金）「発達障がい児の心を育むタッチケア」 

社会福祉法人相和福祉会 ひがしうらの家 

参加者数：８人 

12 月 11 日（金）「タップダンスの楽しさを知ろう！」 

社会福祉法人相和福祉会 くすの樹 

参加者数：７人 

令和 3 年 1 月 8 日（金）「和紙で作ろうはりこのうし」 

株式会社 SKY フェリーチェひがしうら 

参加者数：９人 

2 月 12 日（金）「介護の相談、お答えします。」 

社会福祉法人あかね会 うのさと茜邸 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

2 月 22 日（月）「手作りおもちゃ DIY」 

社会福祉法人成仁会 夢ハウスめどっこ保育園 

参加者数：10 人 

3 月 12 日（金）「防災と口腔ケアのお話」 

株式会社 T-NEXT パーソナルケアセンターフィロス 

参加者数：７人 

 

 

基本施策 ３ 社会的孤立や排除をさせない支え合いづくり 

 

具体的施策（１） 生活課題や困難さを抱える人の支援 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

 

 

 

① 

 

 

 

コミュニティソーシャル

ワークの実践 

生活課題や困難さを抱える人や家族の把握をより丁寧に継続して 

行いました。また援助が必要であるにも関わらず、自発的に申し出 

をしない人・できない人に対して積極的に働きかけて支援の実現を

目指すことと地域づくりを並行して行いました。 

 第２層（日常生活圏域）のコミュニティソーシャルワーカー 

（生活支援コーディネーターを兼務）として地域に出向き、さま 

ざまな生活課題を抱えた住民が、安心して暮らし続けるために、 

早期に相談につなげ、必要な支援につなぎました。 

・要援護者に対する見守り・発見・つなぎのネットワークづくり 

 児童に関する支援調整会議への出席 2 回 

 関係機関との情報共有会議（随時） 

 地域住民活動者との情報共有会議（随時） 

 要保護児童対策地域協議会実務者会議への出席 12 回 

 

 

 

委託費 



 生活困窮者に対する支援調整会議への出席 10 回 

 生活福祉資金貸付相談対応（随時） 

・要援護者又は家族等に対する相談への対応 

  相談件数（延べ）：2,627 件 

  出張相談拠点数：6 か所 

ふくし何でも相談の開催 

開催回数：49 回 相談件数：63 件 

（内訳） 

 森岡地区   開催回数：10 回 相談件数：15 件 

緒川地区   開催回数：6 回 相談件数：10 件 

 緒川新田地区 開催回数：10 回 相談件数：12 件 

 石浜地区   開催回数：9 回 相談件数：9 件 

生路地区   開催回数：9 回 相談件数：11 件 

 藤江地区   開催回数：5 回 相談件数：6 件 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため 6 月より実施。各地区の

状況に応じて開催。 

 

にじいろひろば内での総合相談実施（随時） 

・新たなサービスやしくみの開発 

 ひがしうらおすそわけ隊養成講座の実施 

開催日：10 月 7 日（水） 参加者：9 人 

ひがしうらおすそわけ隊のつどい実施 

開催日：７月 30 日（木） 参加者：13 人 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各地区から選出し実施。 

ひがしうらおすそわけ隊パンフレット更新・発行（９月／700 部） 

・地域住民活動との協働と支援（随時） 

・地域福祉計画等の推進への協力   

 

② ひきこもり対策事業 

不登校やひきこもりの方に対する社会的な理解が深まるよう啓発

を行うとともに、当事者やその家族が抱えている問題や悩みを聴き、

必要な支援を行いました。 

 家族・支援者向け講座や学習会を開催するとともに、他市町の当

事者会・家族会の活動を調査・研究しました。また、本町での当事

者会・家族会の立ち上げを継続的に検討しています。 

・フリースペースの運営 第 1・３木曜日／月 

 開催回数：19 回 

  参加者延べ人数： 115 人（本人 105 人・家族 10 人） 

 参加実人数：本人 15 人、家族 2 人 

会 費 



・住民向け講座・学習会の開催 1 回／年 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

・家族・支援者向け講座・学習会の開催 １回／年 

「ひきこもりサポーターとして」 

開催日：3 月 4 日（木） 

 場 所：福祉センター 

 参加者：2 人 

 

③ 子どもの貧困対策事業 

「東浦町子どもの貧困対策推進計画」が策定され、本計画により

行政や関係機関、支援団体等と連携して子どもの貧困対策を進めま

す。 

  行政機関との調整会議等を通じて生活課題や生活の困難さを抱え

る子どもの実態調査を進めるとともに、どのような事業を行うこと

が効果的であるか試行しています。 

・あそびのがっこう  

開催日：3 月 6 日（土） 参加者：９人 

 

会 費 

④ 資金貸付事業 

生活困窮に陥った世帯に資金貸付と相談支援を行い、経済的自立

や社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるように支援しまし

た。 

（種別） 

 つなぎ資金  貸付件数：1 件  貸付総額：100,000 円 

生活福祉資金 貸付件数：303 件  貸付総額：62,910,000 円 

 ＊生活福祉資金 貸付主体は愛知県社協 

緊急一時資金 貸付件数：2 件  貸付総額：30,000 円 

 

委託費 

会 費 

⑤ 
法外援護（食糧支援、行旅

者旅費援助） 

 相談者の生活改善やその生活を守る方法の一つとして、認定 NPO

法人セカンドハーベスト名古屋と業務提供を結び、生活困窮に陥っ

た方に食糧支援を実施しました。 

 

利用者延べ人数：12 人（食糧支援 11 人、行旅者旅費援助 1 人） 

会 費 

⑥ 家計支援事業 

 家計の自己管理が困難なために生活困窮に陥っている方を対象

に、生活改善に向けて家計の見直しの支援を行いました。丁寧に聴

き取りをしながら支援計画を作成し、見直しを行い、自立に向けて

支援しています。 

 

利用者数：9 人（内支援終結者数：０人） 

 

 

  － 



具体的施策（２） 権利擁護の推進 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 日常生活自立支援事業 

 日常生活に不安を抱えている認知症高齢者・知的障がい者・精神

障がい者の方で、判断能力が不十分な方が、自立した生活を送れる

よう福祉サービスの利用に関する情報提供、助言、手続きの援助、

利用料の支払い等福祉サービスの適切な利用のための援助を行いま

した。利用者は年々増加傾向です。また、金銭管理や物品管理等を

行い同時に生活の安定も図っています。 

利用者数：15 人（内解約者数：2 人、新規利用者数：7 人) 

現利用者：13 人 

対象内訳：認知症高齢者 10 人、知的障がい者 2 人 

精神障がい者 1 人 

 

委託費 

② あんしん預かり事業 

 生活困窮に陥っている方や、家計の自己管理が難しい方に対して

物品や現金の預かりを行い、生活指導、援助を行うことにより生活

を維持し、対象者の権利を守ります。そのためにも引き続き物品や

現金等の管理体制について検証を行い、適切な管理が徹底されリス

クが軽減されるよう、町内の社会福祉法人等との事業連携を考慮し、

要綱の改正を検討していきます。 

 

利用者数：10 人（内解約者数：4 人） 

 

 

 

 

－ 

③ 高齢者虐待防止事業 

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律

に基づき、高齢者虐待の未然防止、早期発見、迅速な対応並びにそ

の後の高齢者本人及び養護者への適切な支援を行いました。 

 

・高齢者・障がい者虐待防止ネットワーク運営委員会 １回／年 

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

・高齢者・障がい者虐待防止モニタリング会議  ４回／年  

開催日：第１回 ６月５日（金） 

   ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、6 月 16 日（火）

に縮小開催 

第２回 ９月４日（金） 

    第３回 12 月４日（金） 

第４回 3 月 16 日（火） 

開催場所：福祉センター 

・高齢者虐待コアメンバー会議 10 回 

 開催日：第１回 ４月８日（水）、第２回 ６月５日（金） 

第３回 ７月 17 日（金）、第４回 ８月 12 日（水） 

委託費 



第５回 ８月 28 日（金）、第 6 回 10 月 5 日（月） 

第 7 回 11 月 13 日（金）、 

第 8 回 1 月 14 日（木） 

第 9 回 2 月 12 日（金）、第 10 回 3 月 2 日（火） 

 開催場所：役場、福祉センター 

・高齢者虐待スクリーニング会議 ０回 

・高齢者虐待弁護士相談 ０回 

・高齢者虐待防止研修会（1 月 18 日開催） 

  

 

 

基本施策 ４ 介護保険・障害福祉サービスの事業継続と質の高いサービス提供 

 

具体的施策（１） 介護保険事業 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
地域密着型 

通所介護事業所 

 平成 31 年３月 31 日をもって閉鎖しました。 
－ 

② 居宅介護支援事業所 

 利用者アンケートの要望から質の向上を図るため、令和 2 年度

から 24 時間体制となり、利用者のニーズに丁寧にお応えしてい

きました。 

平均計画作成件数：130 件／月（予防等含む） 

 

 

収 益 

③ 訪問介護事業所 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、通所系サービスを利

用できなくなった方の入浴介助を行う等、現在求められているニ

ーズに対応してきました。また、終末期の利用者の支援が増えま

した。 

令和２年度実施状況 

派遣延べ時間：4,048.5 時間（累計） 

 

 

収 益 

具体的施策（２） 障害福祉サービス事業 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 訪問介護事業所 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、前半は同行援護、移

動支援等の外出するサービスが中止になることが増えました。後

半は利用者の要望に沿うよう支援を行いました。新型コロナウイ

ルス感染予防を徹底しました。 

 

収 益 



令和 2 年度実施状況 

・居宅介護・重度訪問介護事業 

 派遣延べ時間：2,356.5 時間（累計） 

・同行援護事業 

 派遣延べ時間：443 時間（累計） 

・地域生活支援事業（移動支援） 

 派遣延べ時間：242.5 時間（累計） 

 

② 相談支援事業所 

 ニーズに対応できるよう体制を強化しました。新 1 年生の計画

も積極的に担当していきました。 

 

特定相談 利用支援作成件数：58 件／年 

     継続支援作成件数：133 件／年 

障害児  利用計画作成件数：82 件／年 

     継続支援作成件数：100 件／年 

 

収 益 

③ 
放課後等デイサービス事

業所 

 今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため各学校が休校

になりましたが利用者のニーズにお応えするためにサービスの提

供を行いました。また、学校再開後も感染拡大防止を念頭に置き

つつ、放課後や長期休業中の活動訓練が楽しく実りあるものにな

るよう様々な工夫をして過ごしてきました。引き続き利用者のニ

ーズにお応えできるようにマンパワーの確保にも力を注いできま

した。 

 

令和 2 年度実施状況 

利用者延べ人数：1,877 人（累計） 

 

収 益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



具体的施策（３） その他の在宅福祉サービス事業                      

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
福祉車輌・福祉機器等の貸

出事業 

 車イス利用者や公共交通機関を利用することが困難な障がい者

の外出支援として、福祉車輌の貸出しを行いました。 

  

・利用啓発 

 社協広報 4 月 1 日号で事業紹介を行いました。 

 

・福祉車輌貸出事業 

利用回数 

 軽車輌 ：218 回 

 普通車輌：32 回 

 合計回数：250 回  

実利用者：33 人 

 

・車イス貸出 

利用回数：71 回（社会福祉法人等の地域貢献事業２回含む） 

実利用者：36 人 

 

・スロープ貸出 

利用回数：4 回  

実利用者：4 人 

共 募 

② 
福祉用具・福祉機器のリサ

イクル事業 

 機器を必要とする方の経済的負担の軽減を図ることを目的と

し、不用になった福祉機器、福祉用具のリサイクルの調整を行う

ものです。 

 現行要綱での事業は令和 2 年度末をもって廃止し、新たな情報

発信のしくみを検討します。 

相談件数：2 件（車イス、プレクストーク）  

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 



基本目標 Ⅲ 

  身近な困りごとを発見しあい、解決に動くことができる小地域ネットワークのあるまち 

 

基本施策 １ 支え合える人や活動の養成 

 

具体的施策（１） コミュニティにおける福祉部会の発足支援及び活動支援 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 生活支援体制整備事業 

日常生活上の支援が必要な高齢者が、住み慣れた地域で生きが 

いを持って在宅生活を継続していくために必要となる多様な生活 

支援・介護予防サービスの提供体制の構築を目指し、多様な事業 

主体と連携して支援体制の充実・強化を図りました。 

 ・各地域の集まりの場への参加とネットワークづくり 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各地区の状況に応

じて実施 

 ・生活支援サービス等の提供状況及び社会資源の実態把握と社

会資源の創出 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各地区の状況に応

じて実施 

 ・関係者間のネットワーク構築 

  社会福祉法人・福祉団体による地域貢献事業会議との連携 

  居宅介護支援事業所連絡会、主任ケアマネ部会（地域貢献部）

との連携 

  ふくし向上ケアカンファレンス ４回出席 

  集いの場協力者会議（１回） 

 ・ニーズと取り組みのマッチング 

  ひがしうらおすそわけ隊養成講座の実施 

開催日：10 月 7 日（水） 参加者：９人 

ひがしうらおすそわけ隊のつどい実施 

開催日：７月 30 日（木） 参加者：13 人  

ひがしうらおすそわけ隊パンフレット更新･発行（９月/700 部） 

  ひがしうらおすそわけ隊活動同行、支援（随時） 

  おすそわけ隊活動   20 件 

サロンｄｅショップ （総合事業：通所型サービスＢ） 

実施日：10 月 6 日～毎週金曜日（第 5 週は除く）実施予定 

テイクアウト実施飲食店の応援（号外「かくさ～ん」への掲載） 

・地域生活支援部会の開催協力 

  移送チーム会議  ３回  

 ・第２層（日常生活圏域）での協議体の設置（5 ケ所） 

委託費 



  森岡地区：ラポール♡もりもり 

  緒川地区：スマイルおがわ部会  

       おがわヴィレッジプロジェクト  

  緒川新田地区：卯ノ里コミュニティ福祉部会 

石浜地区：クリーンイレブン   

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各地区の状況に応

じて支援実施 

 ・地域のささえあい意識醸成のための講座 

健活・縁活・笑活出前講座開催（６回） 

開催日：8 月 17 日（月） 生路コミュニティセンター 

開催日：8 月 21 日（金） 森岡コミュニティセンター 

開催日：8 月 25 日（火） 石浜コミュニティセンター 

開催日：8 月 27 日（木） 藤江コミュニティセンター 

開催日：９月３日（木） 卯ノ里コミュニティセンター 

開催日：９月４日（金） 緒川児童館 別棟 ２階 

参加延べ人数：126 人 

にじいろひろばオープニング企画「新しい生活様式を体感し

ませんか？」実施（７月１日（水）～７月３日（金）開催） 

 ・人材育成プログラム実施 

ここからシェフ説明会：10 月 29 日（木） 参加者：７人 

ここからシェフの取り組みを１月から開始  

 ・情報誌発行 

  まちに笑顔と元気を届ける情報誌「かくさ～ん」 

Vol.5   令和 2 年９月発行（3,000 部） 

Vol.6  令和 2 年 12 月発行（3,000 部） 

Vol.7   令和 3 年３月発行（3,000 部） 

 ・情報誌発行（地区版） 

号外「かくさ～ん」（令和 2 年 6 月発行） 

森岡・緒川地区    合計  5,000 部 

緒川新田・石浜地区  合計  7,000 部 

生路・藤江地区    合計  4,000 部 

・出張相談拠点数 ６か所 

ふくし何でも相談開催 

開催回数：49 回 相談件数：63 件 

（内訳） 

 森岡地区   開催回数：10 回 相談件数：15 件 

緒川地区   開催回数：6 回 相談件数：10 件 

 緒川新田地区 開催回数：10 回 相談件数：12 件 



 石浜地区   開催回数：9 回 相談件数：9 件 

生路地区   開催回数：9 回 相談件数：11 件 

 藤江地区   開催回数：5 回 相談件数：6 件 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため 6 月より実施。各地区

の状況に応じて開催。 

 

② 
コミュニティソーシャル

ワークの実践（再掲） 

身の回りで起こる困りごとや相談を地域住民が受け止め、話し

合える土壌づくりを行いました。成功経験を積み重ね、住民自身が

力をつけ、主体的・積極的な取り組みが広がり、他人事を「我が事」

に変える働きかけを行いました。 

 

委託費 

具体的施策（２） 地域福祉活動の人材育成 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 地域福祉活動者の養成 

地域福祉活動の受け手側の増加に対して支え手側が少ないとい

う状況を踏まえ、それぞれの活動に合わせた地域福祉活動者を養

成しました。その一つとして、地域住民を対象にした、住民相互に

よる見守りや協力を行う支援者になるひがしうらおすそわけ隊を

養成しました。また養成されたおすそわけ隊メンバーが地域で活

動できるようニーズを聴き取りマッチングさせ、個々がスキルア

ップできる情報を提供し、フォローしています。 

・生活支援サポーター養成講座（ひがしうらおすそわけ隊養成講座） 

 開催日：10 月７日(水)  

参加者：９人 

 

委託費 

具体的施策（３） ボランティア活動の推進 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
総合ボランティアセンタ

ーの運営 

ア センター運営に関する業務 

イ 相談・連絡調整業務 

ウ 情報の収集・提供業務 

エ 人材育成・交流業務 

 ア～エの業務を柱にセンターの運営を行いました。 

来館者数：2,957 人 

登録数：団体 86 個人 91 人 

相談件数：353 件 

コーディネート件数：158 件 

＊詳細は別紙「令和２年度東浦町総合ボランティアセンターなな

いろ事業報告書」参照 

委託費 

会 費 

 



具体的施策（４） 地域における各団体への支援 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 各種団体運営費等助成 

ア 団体運営費等助成金 

 老人クラブ連合会、身体障害者福祉協議会、手をつなぐ育成会ふ

れんず、福祉の店フクシア、ボランティア団体、集いの場に運営費

等や福祉協力校として町内の小・中・高等学校へ助成しました。 

助成件数：42 件   

助成金額：1,704,918 円 

イ 地域福祉活動団体助成金 

 地域の課題解決に向け、じぶんの町を良くするしくみを実践す

る団体に対し、事業費の助成を行いました。 

９月 11 日（金）プレゼンテーションによる助成金審査会を行い、

団体総額 35,000 円を助成することが決定しました。 

助成団体・金額：三丁公園わんずらぶ     35,000 円 

 

共 募 

② 
福祉団体事務局事務及び

運営支援 

 老人クラブ連合会、身体障害者福祉協議会、手をつなぐ育成会ふ

れんずの事務局として運営の支援を行いました。また、自立に向け

た活動や公益性の高い事業を積極的に実施できるような支援を行

いました。 

 

 

－ 

③ その他の活動支援 

ア 民生委員・児童委員との連携 

地域福祉において重要な役割を担う民生委員・児童委員の活動を

支援していきます。 

イ 主任児童委員との連携 

 乳児のいる家庭への訪問活動（赤ちゃん訪問）を支援するため

に、出産祝い品（障がい者施設の授産製品）を贈呈しました。 

・出産祝い品贈呈件数 440 件 

 

 

 

共 募 

会 費 

 

 

 

 

 

 

 

 



基本目標 Ⅳ 

  誰もが福祉への関心や理解、知識を持ち、「福祉意識」が高い、どんな人にも優しいまち 

 

基本施策 １ 福祉意識の醸成 

 

具体的施策（１） 学校等における福祉教育 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 福祉実践教室 

 町内の小・中・高等学校の児童生徒を対象に様々な体験プログラ

ムを行い、福祉への関心や理解、知識を得る機会を提供しました。 

 

・福祉実践教室参加人数 

 藤江小学校  ８月 2６日（水） 53 人 

                2 月９日（火） 53 人 

        2 月 24 日（水） 54 人 

        2 月 26 日（金） 54 人 

卯ノ里小学校 ９月３日（木）  57 人 

 緒川小学校  ９月 24 日（木） 94 人 

片葩小学校  10 月７日（水） 72 人 

       10 月 21 日（水） 72 人      

11 月 4 日（水）  90 人 

11 月 11 日（水） 72 人  

石浜西小学校 11 月 12 日（木） 170 人   

北部中学校  10 月 14 日（水） 190 人  

東浦中学校  10 月 30 日（金） 235 人   

西部中学校  11 月 6 日（金） 56 人    

東浦高等学校 12 月 4 日（金） 200 人 

   

・福祉教育プログラム開発 対象者の拡大  

  当事者家族、団体の協働による知的障がい者理解 

開催日：９月 24 日（木）  

  開催場所：緒川小学校 

 

・ちょボラ 2020 夏 

内容：町内の施設・団体等でのボランティア・福祉体験プログラム

を調整し、参加者の福祉の心を育みます。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

共 募 



② 福祉教育セミナー 

 福祉教育に携わる教員や講師を対象に、福祉教育が担う役割を

学び、関係者の意思統一を図ることを目的として開催予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止としました。 

 令和 2 年度をもって事業終結とします。必要に応じて生活支援

体制整備事業の人材育成プログラムでの実施を検討します。 

 

共 募 

③ 歳末福祉映画 

 福祉意識の醸成及び赤い羽根共同募金運動のＰＲのため歳末福

祉映画会を開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止

のため中止としました。 

令和 2 年度をもって事業終結とします。必要に応じて別の形で

にじいろひろばプログラムや生活支援体制整備事業の人材育成プ

ログラムでの実施を検討します。 

 

共 募 

具体的施策（２） 各分野の団体へ福祉活動参加の呼びかけ 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
福祉団体事務局及び運営

支援（再掲） 

 老人クラブ連合会、身体障害者福祉協議会、手をつなぐ育成会ふ

れんずの事務局として運営の支援を行いました。また、自立に向け

た活動や公益性の高い事業を積極的に実施できるような支援を行

いました。 

 

 

 

－ 

 

基本施策２ すべての人に届く情報の発信と提供 

 

具体的施策（１） 福祉に関する情報発信の強化 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
にじいろフェスタの運営

及び出展 

 様々な福祉団体、福祉施設、ボランティア、地域活動者、学校関

係者が協力・協働し、子どもからお年寄り、障がい者、外国人等、

誰でも参加、楽しむことができるイベントとして開催予定でした

が、中止としました。 

・開催日程：11 月 14 日（土）、15 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

共 募 

② 各種イベントへの出展 

地区担当制を活用しながらイベントの対象者や年齢層に合わせ

た福祉情報の提供と東浦社協の啓発のための出展を行います。 

 

【イベント回数・内容】 

① 第 27 回東浦町於大まつり ４月 18 日（土） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

会 費 



② うららんフェスタ 7 月 3 日（金） 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

③ 南ヶ丘コミュニティまつり 10 月 11 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

④ 卯ノ里コミュニティまつり 11 月 1 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑤ 緒川コミュニティまつり 11 月 1 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑥ 森岡コミュニティまつり 11 月 1 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑦ 藤江コミュニティまつり 11 月 1 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑧ 生路コミュニティまつり 11 月 1 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑨ にじいろフェスタ 11 月 15 日（日）  

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

⑩ 藤江プロジェクト「だんつくの灯」応援イベント  

 「だんつくの絵や好きなイラストを描いて竹灯籠を灯そう！」 

 開催日：11 月 14 日（土） 場 所：藤江老人憩いの家 

 参加者：14 人 

⑪ 東日本大震災復興ミニイベント 3 月 11 日（木） 

「10 年目の今 できること」 

 場 所：福祉センター 

 参加者：120 人 募金額：73,768 円 

 

③ 
東浦社協広報「ひがしうら

のふくし」の発行 

 社会福祉協議会の事業の紹介のほか、ボランティア活動に関す

る情報や町内の福祉情報の提供のため広報紙を発行しました。「分

かりやすい」「読みやすい」「伝わる」広報紙面について広報・情報

発信部会で検討しました。 

 

発行回数 12 回（毎月 1 日に発行） 

 

会 費 

共 募 

④ 
東浦社協ホームページの

運用 

 福祉に関する情報や企画及び事業の告知、報告を事業ごとに確

実に行い、福祉全般の情報を速やかに発信しました。 

広く福祉に関する情報を収集・整理し、常に発信・更新していく

役割を果たすため、情報投稿回数の増加を図りました。 

 

情報投稿回数：131 回（内訳：社協 85 回・なないろ 46 回） 

 

会 費 



具体的施策（２） 情報保障の推進 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 声の広報の発行 

 広報記事を音声化し、CD にして視覚障害者宅へ届けました。ま

た、コミュニティセンター等の公共施設への配布を行いました。 

配布人数：8 人 

配布設置機関：9 か所 

（各コミュニティセンター、役場、福祉センター、なないろ） 

利用者の増加がみられないこと、ボランティアの負担増加等の

理由から令和 2 年６月をもって事業廃止としました。 

会 費 

 

  



基本目標 Ⅴ 

  信頼される社協があるまち 

 

基本施策２ 信頼される社協づくり 

 

具体的施策（１） 安定した財源確保 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 会員募集と加入促進 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中断していた会員募集

活動を、10 月から各連絡所を通じて民生児童委員や地区の役員の

方々の協力のもと行いました。 

 このような状況下での再開であり、共同募金の協力依頼と同時

期の依頼となるため、各地区組長会議等に出席をさせていただい

て、説明と依頼を行いました。 

 ４団体・事業者に寄付感謝状を贈呈しました。 

 ※実績については、巻末の統計資料参照。 

 

会 費 

② 共同募金運動への協力 

運動期間を 10 月１日から 12 月 31 日と設定し、啓発活動や募

金活動を行います。 

 ※過去の実績については、巻末の統計資料参照。 

・一般募金運動  

期間：10 月１日（木）から 12 月 31 日（木）  

・歳末たすけあい運動 

期間：12 月１日（火）から 12 月 31 日（木）  

・街頭募金 

開催日：10 月 1 日（木）  

開催場所：ＪＲ東浦駅前 

 開催日：10 月 3 日（土）、11 月 14 日（土）、15 日（日）   

開催場所：ＪＲ緒川駅前 

開催日：12 月 5 日（土）  

開催場所：ドミー東浦店 

・赤い羽根協賛児童・生徒作品コンクールの実施 

今年度については、学校を通じて応募を受け付けるのではなく、

直接福祉センターで応募を受け付けました。なお、表彰式は新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

・寄付・奉仕感謝状の贈呈 

 ５団体・事業者に寄付、奉仕感謝状を贈呈しました。 

 

 

共 募 



③ 
各種基金・積立金の運用管

理 

 運営基盤の安定及び持続可能な法人運営をするために、「法人運

営基金」、「職員退職手当基金」、「福祉基金」、「介護事業基金」、「備

品等購入積立金」を管理しました。 

 

 

 

 

－ 

具体的施策（２） 組織運営の可視化と発信力の強化 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
発展強化計画策定及び進

行管理 

現行の発展強化計画を着実に実行していくために、進捗状況を

評価しながら、係長以上の管理職員で進行管理を行っています。 

また、今年度末が計画の最終年度となるため、町の地域福祉計画

策定の進捗に合わせて、次期計画の策定予定でしたが、新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響で、町の地域福祉計画の策定が１年延期

されたため、本計画についても策定を延期することとしました。 

－ 

② 
情報公開の推進と発信力

の強化 

 法令に基づき、法人運営に係る情報や事業の取り組み等、様々な

情報ツールを活用し、積極的な情報開示や情報提供に努めました。 － 

具体的施策（３） 職員体制の強化と職員の資質向上 

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 地区担当制の導入と実施 

各部署・部門の職員を横断化した地区担当制により、各地区の状

況を共有し、地域課題を解決していくための地域への働きかけを

考え実践しています。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各種イベントが中止

となっています。そこで、上半期は地域の情報や資源を整理するこ

とに努めました。下半期はコロナ禍でも出来ることを、感染予防を

徹底し実施しました。 

・緒川・森岡地区 

 地域プロフィールの整理 

 移送支援活動の検討・実施（1 月 20 日、2 月 17 日、3 月 17 日） 

 ゆうゆうクラブへの新しい生活様式出前講座の実施 

・石浜・緒川新田地区 

 地域プロフィールの整理 

 集いの場への新しい生活様式出前講座の実施 

 コロナ禍でのつながり維持を目的としたほっこりカードを作 

成・配布（200 枚） 

・生路・藤江地区 

地域プロフィールの整理 

藤江プロジェクト「だんつくの灯」応援イベント実施 

開催日：11 月 14 日(土) 参加者：14 人 

 

－ 



② 
部署・部門横断型の職員専

門部会制度の導入と実施 

 部署・部門に共通する取り組みについて、組織として体系的に実

現していくために、分野ごとに職員による専門部会制度を導入し

ています。 

・安全衛生・リスクマネジメント部会 

 毎月一回の定例会で、職員の安全衛生に係る事案の報告・協議、

事故等の報告、再発防止策の検討を行いました。 

 また今年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響に係る対応

等について、重点的に検討を行いました。 

 

・職員研修・人材育成部会 

毎月一回の定例会で、計画的な研修体系の構築のための検討を

行いました。12 月に計画づくりのための事前研修を行い、研修テ

ーマ等の抽出を進めましたが、研修計画の立案には至りませんで

した。計画立案期日を次年度６月中としました。 

 

・広報情報発信、行事、イベント部会 

 「分かりやすい」「読みやすい」「伝わる」広報や情報発信を研究、

検討しています。 

訪問時やイベント時に社協をより知っていただけるよう啓発グ

ッズを作成しています。 

 

・居場所部会 

 にじいろひろば運営の支援を行いました。 

 町内居場所の状況把握、各地区の居場所創出について検討して

います。 

 

－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 
新たな資源開発のための

調査・研究 

既存の事業の枠内では対応が難しいニーズに対して、柔軟に対

応できる事業や支援方法を立案しました。 

引き続き、ニーズを把握し、部会等で検討していきます。 

・新型コロナウイルス感染拡大の影響に係る新規立案事業 

① いきいき 100 歳体操 PR 動画作成 

② 新型コロナウイルス感染症緊急支援（買い物代行・薬の受け取

り代行） 

③ 号外「かくさ~ん」 

④ つなげるマスク（町共催） 

⑤ コロナ川柳（町共催） 

⑥ イチオシ体操 PR 動画作成（町共催） 

⑦ 年末年始応援パック SMILE 支給 

⑧ 東うらうら体操 Web 選手権協力（町主催） 

➈ 元気ですか訪問（集いの場協力） 

－ 

④ 職員育成の体系化 

職員育成のベースとなる計画的な研修体系を構築するために、

職員研修・人材育成部会を立ち上げて、メンバーにて検討しました

が、骨子の策定には至りませんでした。 

 

－ 

具体的施策（４） 危機管理体制づくり                           

№ 実施事業名 内容 主な財源 

① 
BCP（事業継続計画）の作

成 

いずれ発生する大規模災害に備え、組織としてどの事業を継続

させ、どの事業を停止させるのか。さらにどれだけの職員でその対

応にあたるのか等を具体的に計画していく時期にある今、優先的

に実施すべき業務（非常時優先業務）を特定するとともに、業務の

執行体制や対応手順、継続に必要な資源の確保等をあらかじめ定

めるＢＣＰ（事業継続計画）を作成しました。 

・今年度上半期にて①②を作成しました。 

 

 

－ 

② 
災害時職員行動マニュア

ルの作成 

 災害対応を円滑に実施するため、非常時優先業務について留意

点やポイント、ＢＣＰ（事業継続計画）には記載されていない具体

的な行動手順等を明確にし、災害対応の基本方針を示すことによ

り、職員が共通認識の下、一定レベルの災害対応を行えるよう、災

害時職員行動マニュアルを作成しました。 

・今年度上半期にて①②を作成しました。 

 

 

－ 

③ 
各事業所の危機管理マ 

ニュアルの見直し 

ＢＣＰ（事業継続計画）と災害時職員行動マニュアルの作成に合

わせ、老人福祉施設、障害者福祉施設等に作成が義務付けられてい

る危機発生時に的確に対応するための危機管理マニュアルの見直

しに向け検討を行いました。 

・今年度上半期にて①②を作成、引き続き③の作成を行います。 

 

 

－ 

 



１．会員の加入状況

２．共同募金の状況

３．寄付金の状況

４．基金等の状況

計 134,292,290 150,552,725 155,646,573

区　分 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末

個人会員
会員数 12,742 12,583 12,713

金　額 6,374,594 6,290,057 6,377,791

賛助会員
会員数 44 40 49

金　額 60,000 55,500 61,500

法人会員
会員数 222 213 199

金　額 1,014,000 953,000

会員合計 13,014 12,842 12,967

合計金額 7,651,594 7,499,557 7,534,691

892,400

団体会員
会員数 6 6 6

金　額 203,000 201,000 203,000

区　分 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末

戸別募金 5,002,207 4,939,859 4,837,596

法人募金

一

般

募

金

10,413211,127228,905街頭募金

団体・募金職域 187,703 183,428 183,874

579,900 570,800 533,100

学校募金 108,609 115,593 136,306

計 6,229,858 6,158,975 5,789,982

イベント募金 82,863 98,900 17,500

その他募金 39,671 39,268 71,193

種　別 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末

運営基金 38,360,753 40,606,868 43,471,687

寄付件数 19 15 16

寄付金額 993,422 1,274,555 1,329,154 ※寄付物品も含む

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

介護事業基金 12,342,138 23,653,038 23,654,919

備品購入等積立預金 14,705,139 14,706,616 14,708,086

職員退職手当基金 47,411,619 49,673,702 50,727,734

社会福祉基金 21,472,641 21,912,501 23,084,147

平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末


